
１ 年 秋 ２ 年 春 ２ 年 秋 ３ 年 春 ３ 年 秋１ 年 春

　　　 　は必修科目

　　　 　はクォータ科目

　　　 　は留学生対象科目留

環
境
系
科
目

理

数

系

科

目

言

語

系

科

目

教

養

科

目

主体的に学ぶ力、広い視野と柔軟な思考力

　教養科目には、学習の基盤としての言語力や課題発見力

などを養うための科目、工業系の実習をするのに必要な基

礎的な知識、技術を学ぶための科目、人文系、社会系、自

然系及びスポーツの科目があります。

　大学での学びの基盤を身につけるとともに、社会人として

必要な教養を幅広く学ぶことができます。また、体力を維

持・向上させ、健康に生活するために必要な知識を獲得す

ることができます。

工学系の学びの基礎固め（言語系・理数系科目）

言語系科目と理数系科目では一部クォータ科目を導入
して、工学に必須の基礎を効率的に学びます。

言語系クォータ科目では、工学についての論文を読むの
に必要な基礎的な英語力と論理的思考力を身につけること
ができます。さらに、上位の英語系科目を修得することで、
国際的に活躍するエンジニアに必要な英語コミュニケーシ
ョン力を身につけます。

理数系クォータ科目では、工学を学ぶ上で直接必要な数
学・物理・化学に触れ、基礎となる概念を理解し、それらを
工学に応用できるようになることを目指します。さらに、上
位の理数系科目を履修することによって、専門科目の学習
や大学院での研究に必要な能力を獲得することができま
す。

環境共生社会への貢献
環境系科目を履修することで、環境共生社会に貢献するため

の基礎知識が身につきます。環境問題について具体的・総合的に
考えることができ、自らの意見や考えを発信することができるよう
になります。

共通教育科目カリキュラム・マップ

共
通
教
育
の
目
標

４ 年 春 ４ 年 秋

エコ入門 地球環境と人間社会

地球システムのしくみ

環境と科学技術

応用解析

物理Ⅱ

工学基礎物理実験

確率論

統計学

数学

基礎数学Ⅱ基礎数学Ⅰ

物理Ⅰ工学基礎物理

化学Ⅰ 化学Ⅱ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

上級英語Ⅱ上級英語Ⅰ

プレゼンテーションⅠ

基礎英語Ⅱ

リーディングスキルⅡ

基礎英語Ⅰ

リーディングスキルⅠ

日本語表現Ⅰ

日本語Ⅰ 日本語Ⅱ 日本語Ⅲ 日本語Ⅳ

日本語表現Ⅱ 留

プレゼンテーションⅡ

英会話Ⅰ

上級英語Ⅰ

プレゼンテーションⅠ

英会話Ⅱ

上級英語Ⅱ

プレゼンテーションⅡ

海外英語セミナー

会計学

哲学

健康科学

心理学

法学

科学へのいざない 経済学

現代産業論

健康とスポーツ 生涯スポーツ

宇宙の探求

物質の探求

Focus on Inter-Cultural Communication

会社の仕組みと経営の仕組み 企業とビジネスプラン 新会社設立と技術経営

スタディスキルズ

学修と実工学

ものづくり基礎実習Ⅰ ものづくり基礎実習Ⅱ

キャリアデザイン

日本での生活と学習 日本事情
留

社
会
連
携
・
国
際
交
流
科
目

日本語プレゼンテーション

政治学

社会連携科目では、会社やビジネス、社会の仕組みなど
を学び、また自分の能力や特徴を把握することで、働くこと
の意義を理解し、自分に適した仕事を見つけ、社会に貢献
していく準備を整えます。 
国際理解科目では、国際理解を深め、英語での研究・発
表能力を向上させます。その他に、留学生向けの科目があ
ります。

現代社会の諸問題

地域活動リテラシー

大学生のための文章読解

大学生のための文章作成

現代社会の基礎知識Ⅰ 現代社会の基礎知識Ⅱ
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Focus on Cross-Cultural Understanding Science and Technical English Presentations Integrated Science and Technology
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生命と生態系のしくみ


